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川崎市SDGsプラットフォーム
分科会

川崎雑紙３R促進研究会
地産地消効果の検証

令和７年度成果報告書
令和８年３月２３日



分科会構成

• 顧問；前川崎市長 阿部孝夫

元川崎市経済労働局長 伊藤和良

• 会長；株式会社祥朝 代表取締役 塚原正祥

• 理事；有限会社晃栄 黒﨑晃

川崎市立多摩病院 病院長 長島梧郎

一般社団法人川崎ゼロエミッション工業団地 事務局長 児玉仁勝

• 委員会；

・学術委員会；跡見学園女子大学 教授 安藤生大

・緑化かわさきフェアで紙類の３R一括管理プロジェクト実行委員会

協賛協力企業・団体

株式会社シーエスデー 公益財団法人川崎市産業振興財団 跡見学園女子大学

グリーンカーボンクラブ タカツクラフト 日本森林管理協議会(FSCジャパン)

・平間小学校と平間地域内で紙類の３R一括管理プロジェクト実行委員会

協賛協力企業・団体

川崎市立平間小学校 公益財団法人古紙再生促進センター 跡見学園女子大学 公益財団法人川崎市産業振興財団

日本森林管理協議会(FSCジャパン) NTT東日本株式会社 NTTクラルティ株式会社 株式会社北野書店

• 会員；株式会社祥朝

コアレックス三栄株式会社

有限会社晃栄

川崎市立多摩病院

一般社団法人川崎ゼロエミッション工業団地



設立趣旨・背景

 川崎市内におけるミックスペー
パー分別回収率および回収量の向
上（リユース・リサイクル）に対
する研究

 同市内では当該をリユース・リサ
イクルする溶解処理工場があり、
その製品を消費する事による地産
地消効果（CO2削減効果）ならび
に紙類の３R一括管理によるサー
キュラーエコノミーが実現可能



今年度の活動
（令和７年度）

Kawasaki 3R
一括管理プロジェクト

 教育機関等への普及啓発
 回収ボックス等による３R一括管理
 環境配慮コミュニティ設計



教育機関等への普及啓発
市内小学校でミックスペーパー資源化の学習

資源化が可能なミックス
ペーパーに関する知識習

得の必要性

「なにがミックスペー
パーかが分かりにく

い・・」

アプリ等を使用し、たの
しく知識習得可能な仕組

みづくりの工夫

「学習にゲーム性を加え
て、継続的な興味関心を

保つ」

回収したミックスペー
パーを資源としてリユー
ス・リサイクルした製品

消費の重要性

「分別回収から消費のた
めの資源化回収へ」

「小学校で紙類の３R一
括管理プロジェクト」実

施の必要性

「小学校産トイレット
ペーパーの校内消費シス

テムの構築」

児童の行動変容を分析し、
学習コミュニティ拡大へ



教育機関等への普及啓発
末長小学校出前授業

• 跡見学園女子大学安藤生大教授ならびに研
究室の皆さんの協力のもと、資源分別支援
AIアプリ「ECOPON」を使用して、ゲーム
性を加味した、「たのしく」「何がミック
スペーパーか」の知識を習得

• 回収したミックスペーパーを資源としてリ
ユース・リサイクルした製品消費の重要性
を学習

• 「川崎市内で紙類の３R一括管理」を実現し、
地産地消効果（CO2削減効果）とともに紙類
の３R一括管理によるサーキュラーエコノ
ミーを目指す事の必要性を説明



教育機関等への普及啓発
平間小学校出前授業

• 跡見学園女子大学安藤生大教授ならびに研究室の
皆さんの協力のもと、資源分別支援AIアプリ
「ECOPON」を使用して、ゲーム性を加味した、
「たのしく」「何がミックスペーパーか」の知識
を習得

• 回収したミックスペーパーを資源としてリユー
ス・リサイクルした製品消費の重要性を学習

• 「川崎市内で紙類の３R一括管理」を実現し、地
産地消効果（CO2削減効果）とともに紙類の３R一
括管理によるサーキュラーエコノミーを目指す事
の必要性を説明

• 菓お菓子の箱などの板紙をリユース・リサイクル
してあらたな再生紙をつくる実験を通じて「捨て
ればゴミ、分ければ資源」となる事を啓発



教育機関等への普及啓発
「みんなで体験！

雑紙のリサイクル」
• イベント「科学とあそぶ幸せな一日」」に
ブース出展し、跡見学園女子大学安藤生大
教授ならびに研究室の皆さんの協力のもと
「みんなで体験！雑紙のリサイクル」を実
施

• お菓子の箱などの板紙をリユース・リサイ
クルしてあらたな再生紙をつくる実験を通
じて「捨てればゴミ、分ければ資源」とな
る事を啓発
• 資源分別支援AIアプリ「ECOPON」を使
用して、ゲーム性を加味した、「たのし
く」「何がミックスペーパーか」の知識
を習得



緑化かわさきフェア会場内で紙類の
３R一括管理プロジェクト
• フェア全開催期間を通じて、富士見公園・等々力緑
地・生田緑地各会場エコステーションにミックスペー
パー回収ボックスを設置

• 不要になったパンフレット等のミックスペーパーを回
収し川崎市内の溶解処理工場で資源としてリユース

• リサイクルされたトイレットペーパーを会場内で使用
• 全期間を通じて約５００Kgを回収し、各会場で使用
したトイレットペーパー原料１００％以上を回収達成

• 会場内で紙類の３R一括管理を実現



平間小学校と平間地域
内で紙類の３R一括管理
プロジェクト
• 公益財団法人古紙再生促進センターと
連携し、平間小学校総合学習の一環と
して本プロジェクトを実施

• 学校内ならびに地域内の小中学校及び
商店街の協力店にミックスペーパー回
収ボックスを設置

• 回収したミックスペーパーを川崎市内
の溶解処理工場で資源としてリユース

• リサイクルされたトイレットペーパー
を各種イベントにて地産地消製品「平
間環境ペーパー」として販売

• 「消費のための分別」の必要性を啓発



機密文書回収ボックスにおける資源化への活動

活動実績・貢献
≪ミックスペーパー回収≫
・以前は焼却処理されていた機密文書を2025年2月〜2026年1月1年間で約23,460㎏回収
・回収した紙類は資源として川崎市内の溶解処理工場にて再利用
約60,000ロール※のトイレットペーパーに再生利用された製品を当院にて使用
（※150ｍ長巻ロールにて算出・60ｍ通常巻きの場合約153,000ロール）

≪平間小学校にて出前授業の実施≫
・子供たちに当院の取り組みを紹介しSDGｓへの理解を深めてもらう
・再生紙作成体験や、「今日からできる事」を議論し子供達にSDGｓを身近なものとして
感じてもらう
意義
資源の有効活用と古紙廃棄の減少に貢献
再生利用されたロール数は当院の年間使用量を上回っており、紙類の3R一括管理システム
の有効性を証明
本分科会活動の普及

『川崎市立多摩病院における効果検証』



環境配慮コミュニティ設計の必要性
「石器時代の終焉は、石がなくなったからではない」

ザキ・ヤマニ サウジアラビア元石油相

効率的な資源化回収および当該をリユース・リサイクルした製品の消費
というサーキュラーエコノミーを実現させるコミュニティ設計の重要性

コミュニティが拡大することで「環境配慮コミュニティ設計」という考
え方を社会実装させる事が可能

将来枯渇する資源確保の観点からも、３Rに対する考え方はリニア型（線
型）からサーキュラー型（循環型）への転換が必要

石がなくなってからでは遅い・・・



環境配慮コミュニティ設計の必要性
「跡見学園女子大学安藤生大教授論文発表」

紙パ技協誌
安藤生大、「資源分別AIアプリ「ECOPON」を用い
た雑紙の分別回収による環境意識向上プログラム」、
紙パ技協誌、第79巻、第11号、P.1000〜1016、
2025

要旨：我々は、オリジナルな資源分別AIアプリ「ECOPON」を開発し、雑紙
を対象とする分別意識向上プログラムを設計した。ECOPONは、画像認識AIを
用いて、様々な雑紙の入力画像に対して、正しい分別を促すアプリである。本
発表では、ECOPONの概要を紹介し、川崎市の小学生を対象として試験的に実
施した同プログラムの結果と課題を報告する。

学会発表
安藤生大、「資源分別AIアプリ「ECOPON」を用い
た雑紙の分別回収による環境意識向上プログラム」第
92回紙パルプ研究発表会講演要旨集、P.9〜12、2025

学部紀要
安藤生大、「ゲーム要素を取り入れたAI資源分別アプ
リ：ECOPON、その枠組みと小学校での実践」、
跡見学園女子大学マネジメント学部紀要、第40号、
P.1〜17、2025



次年度の展開
（令和8年度）
Kawasaki 3R

一括管理プロジェクトVer 2.0

 教育機関等への普及啓発
 回収ボックス等による３R一括管理

 環境配慮コミュニティ設計


